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論文 繊維と作業療法皿

はじめに

高齢や障害があるなしに係わらず、それぞれの人間は、

社会のー貝である。 福祉を福祉専門領域や医療専門領域

の世界に閉じこめ、その社会の中での充笑を図ろうとす

ることも不uf能である。 この認識を新たにし、自分が社

会にとって何が出来るのか会考え、 行動して行かねばな

らぬ時期にきている。

領域を明確にすることは、海在する問題を顕在化させ、

その把握と分析、 そして解決に向かうベクトルっくりに

大変効巣を持つ。 これにより、過去の、特に日本におけ

る作業療法も大きな飛躍と成長を成し遂げた。 今回 、 そ

の培った基盤のもとで、新たな方向性を模索する要求が、

補祉の現場より叫ばれている。 そしてそれは、作業療法

の線本原理 （対象者を包括的に「ひとJ として捉える

こと）を今一度真教に受けとめ、今までに.l'jJってきたも

のと布機的に結びつけて行くことが鍵と考える。
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と作業療法日が、平成8年度向山県立大学特別研究＜繊

維を朋いた作業療法における調査研究＞をさ主にしたと問

機に、本総lま、平成 9 年度岡山県立大学特別l研究く繊維

を用いた作業療法における調査研究＞の成果を基に執1を

した。

調査研究の概要

本研究lま、 前・年皮切f’先（織物活動を実施している関山

県下の術祉施設を、 高齢者関連施設 ・ 身体隊答関連施

設 ・ 精神r,zy.答関連施設の3つのカテゴ 1） ー に分類し 、

各々より l 施設をi輩出し 、 その織物活動実施事例の現状

を把握分析することを主とした）より得たデータをもと

に、継続して同 3 B'ili設において、 各々の施設が抱えてい

る問題点に焦点を置き、その解決および状況改善のため

に、 テキスタイルデザイン専門領域を中心とした介入調

査研究を実施したものである。 ここでは、 その中から、

高齢者関連施設と精神隊筈関連施設における介入調査事

例の検討を過して、 作業活動としての織物作業活動の意
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実施した。 ili向の頻度は、各施設の既存行事等の妨げに

ならないこと、又、 介入研究の運営に関して適切である

ことの前点を考慮し、スケジュールを作成し遂行した。

介入調査研究は、施設における織物活動プログラムの

提示を、その実施を通して行った。 プログラム指導者を

施設職貝と想定しているため、 戦貝には入所者に対する

行程援助と、入所者とプログラム全体のオブザープを依

頼した。 調査研究の対象は、その作業対象者である入所

有「 （プログラムに対する適応反応等） 、 職員（将来にお

けるプログラム抱導者としての対応、等） 、 および施設機

関（純設内でのプログラムの位置づけ ・ 運用方法等） と

した。 介入調査の考察は、 以下の観点を中心に行った。

L調査研究の方向性

2.プログラム作成の積立点

3.プログラム内容

4.研究考察

(1 ） プログラム実施時間

(2） プログラム笑施場所

(3） プログラム笑純資期

(4） プログラム笑施対象者

(5） 施設I隊員

(6 ） 施設機関

(7）プログラム製作品

5.まとめ

高齢者関連施設 A （特別養護老人ホーム）

1. 調査研究の方向性

. /jffi絞内でのプログラムの確立一一デザインワーク（図

案 ・ 色の選択） ・ 裂き糸作り ・ 経糸かけ ・ 織り ・ 織りの

バリエーション導入 － 完成品の企薗（完成品サイズ ・

色 ・ かたち ・ 配置等）

・ プログラムとしての発展 ・ 展開一一新技法 ・ 高レベル

技法への発展

義と活性化の可能性を考察することを目的に掲げる。 2. プログラム作成の留意点
－ 自己選択の反映の場を増やす場蘭っくり一一デザイン

調査研究の方法： ワーク会含んだ実施行程の拡大

研究者が施設現場に出向という形態で介入調査研究を ・ 活動の多様化ー織り技法 ・ 応用 ・ 展開の紹介
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3. r裂き織りプログラムJ 笑施内容

10/27/97 

施設管理者および職員との訪問調査会体の調整

11/18/97 ＜プログラム訪問第 I 回目 〉

プログラム滋入 ・ デザイン ・ 経糸猿り

12/02/97 ＜プログラム訪問第 2 回目 〉

布裂き ・ 織り行程

01/20/98 ＜プログラム訪問第 3 回目 〉

織り行稜

02/03/98 ＜ プログラム訪問第4 回目〉

完成された裂き絞りを迭にした、 クッションのデザイン

の決定 （布色選定 ・ 布と織りの秘成 ・ 作品タイト Jレ ・ メ

ッセージ）

02/24/98 ＜プログラム訪問第 5 日目 〉

完成された製作物（クッション）の受けi度し （成果の確

認 ・ 将来の活動への動機付け）

4. 研究考・祭

(1） プログラム実施時間 ：

10: 00~ 11 : 30-·90分で適当であった。 作業に災l捺に

係わる時間は、その半分ほどであるが、各時間における

導入そしてまとめ（次回活動への引き継ぎ） を、各対象

者の作業ペースやその日の体税等を考慮しながら行う必

要がある。

(2） プログラム実施場所 ：

他の入所者の午前のおやつの時間を使って活動したた

め、他の入所者のプログラム実施への興味を傍観によっ

て持たせ、 活動の導入を図ることも可能かと恩われた。

作業自体に場所の特定性がないため、このように他者の

中での活動も可能であり、指導に支障がなければ、 傍観

者への間接的関与の点よりもその方が望ましく思われ

た。 今回は、何人かの入所者がなんらかの興味を示した。

（他者に対する興味 ・ 新しいことを行っている状況に対

する興味 ・ 織り上がった裂き織りのモノに対する興味）

(3 ） プログラム実施費用 ：

裂き織りプログラム自体の、 設備 ・ 備品そして材料に

かかる費用が低いためもあり、費用に関する施設負担は

大きくなかった。 今団施設負担されていない、 縫製に係

わる費用についても、将来的に個人や施設で充分負担で
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きる範聞であると考える。

(4）プログラム実施対象者 ：

eo さん ： 81：才女性 ・ C.V.A. · 車椅子生活

プログラム以前：過去に日本車IJ織を趣味に持っていた

ためか、 繊維素材や結ぶこと － 絞ることに対しての適応

は良い。 過去 2年の織物歴があるが、右片麻f事のため、

左手のみでの作業となり、いままでは織り作業のみに従

事・していた。 絞り作業中の緯糸の繋ぎに関しては結ぶ行

為を8 ら選択し、 左手と口を使つての作業を、自分で発

見し実行していた。

プログラム途中 ： 失語の傾向があるが、 作業を通して

言策がより明確に、またllM注も地却｜ していった。 織り作

業の終盤では、行為の認識に混乱を生じ、 織り行程の完

了前に経糸を枠機からとりはずしてしまった。 これを、

対象者は不本意な失敗と認殺し、 できると思っていたこ

とができなかったことで、精神的落Jl!!が大きかった。 な

にごともきっちり仕上げる性絡が裏目にでてしまい、 自

信を喪失しかけたのである。 しかし、 基本的には織りよ

げられていたので、 プログラム指滋者によって、 継続の

行程が可能なように修復がなされた。 その後、経糸を結

んで処玉虫をするという、対象者には初めての行程から、

再度プログラムに係わっていった。 はじめのうちは、ゃ

ったことがない行程であることやよ述の失敗による自信

喪失で、この行程の実施を拒否していたが、精神的 ・ 物

迎的な作業療法士の援助や、行程が自己の得意とする結

ぶという行為でもあったために、 徐々に実施が可能とな

り 、 見失いがちであった自信の再獲得にも繁がった。

またこの件は、自分が困灘に遭遇しているときに媛助

してくれたという 、 他者へのJ患部の気持ちがはっきりと

意織された機会を作った様にも忽われる。

プログラム以後 ： 一度は断念しかけた、 裂き織り作業

であるだけに、それが遜色のないクッションに仕上がっ

たときの婚しさは、 感i戻に表現されるほど、非常に大き

かったようである。 何事もきちんと行う性格の対象者に

とって、きちんとしたクッションが出来上がったことが、

何よりもうれしかったのではなかろうか。 仕上がり品の

受け取り時には、 感謝と感動の気持ちを紫直に言語を通

しでも表現できていた。 他者の製作品に対しでも、失絡

傾向がありながらも、明確な反応と晴好の反映が表現で

きていた。また、 それを話題にして他者と会話を持つこ

とも主体的に出来ていた。

今までは対象者にとっては回総とされてきた、お風呂

の時間待ちが出来るようになったことが、 寮母より報告
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された。 このことは、対象者に忍耐強さがでてきたり、

他人を思いやることが出来るようになってきた証でもあ

り、また、それを表現することが出来るようになってき

たことと解釈できょう 。 さらに、食堂でやかんを移動す

る行為 ・ ふきんをflむ手伝いが初めて行われるようにな

ったという報告もあった。 これらは、他への感謝や、社

会と自己との関連の中で、自分を見つめることが出来始

める萌芽とも考えられる。

eEさん ： 65才女性 ・ C.V.A. · 車椅子生活

プログラム以前 ： 片麻鯨で、左手のみの裂き絞り作業

を、本施設で過去 2 年行う笑綴を持つ。 以前にも他の施

設で、 織物活動や篠で篭を編んだ経験も持つ。 ゆっくり

だが、マイペースを守って製作に向かうことが出来る。

プログラム途中 ： プログラムが進行するにつれ、徐々

に意識の明確さ ・ 周りの環境への反応喜多において、進歩

が見られた。 織り行程の途中より、｛也の対象者が独自に

工夫実行していた技法 （総糸である裂き布を半分に折っ

て、フラットな緯糸のまま織り込む）を、点似て使用し

始める。 この技法を最初に使った対象者は、結局諸事情

によりプログラムからはずれてしまったが、その短期間

の聞に、この対象者が視覚確認によって学習していたも

のであり、真似て使用している事実の把握も 、 正確にな

されていた。

この対象者の失語傾向は大きいが、言葉を認識し理解

する能力は、予想以上に高かった。 プログラム指導者と

対象者の意志の疎通は、 言撲を基本にしながらも、鍛談

でかなりの部分が包括できた。 共布や装布の色の指定に

関しては、笑際の色見本を見ながら選択する事が出来た。

布のレイアウトでは、 指導者が言葉で説明しながら笑際

にイラストを描くことで、 意思、の疎通が図れ、細かい寸

法の指示まで確認できた。 また、 プログラムの一環とし

て、 自発的に自己や家族について語ることができたこと

も、収穫であろう 。

プログラム以後 ： 自分の世界にこもる性質を持ってお

り、淡々と織り作業を行っているように見えるが、他者

の製作した裂き織りに対して興味を示した。 織物活動に

対する積極性は、他の3 人と比較すると高いとは雷えな

いが、 織物経験を基盤にした適応が既にできていた為、

今回の活動参加となったように恩われる。 作業や行穏を

通して、 言業が少しづつでるようになったり 、 他者への

反応度が徐々に良くなっていったのが線祭できた。

失言語傾向であることは、 他者と社会的関係を持つこと

が図綾な場面が多く、次第に自己の社会が狭くなり自己

と社会とに隔たりを作ってしまう傾向にある。このため、

失語を取り巻く状況は悪循環に陥りやすい。 このような

対象者にとっては、裂き織りの作業 ・ 行程を媒介とした

話題を指導者や他の対象者と共有することは、大変重要

なことと感じられた。 また、クッシ 2 ンに仕上がった裂

き織りをもって写真搬影をしたときの、対象者の緊張し

た面もちには、日常の施設生活では見過ごされやすい、

人としての品絡も漂っているように感じられた。

eF さん ： 68才女－性 ・ 不全幸子顕 ・ 車椅子生活

プログラム以前 ： 過去 2 年の織物J廷があるが、片手で

の作業が中心となるため、織り行程のみに従事する。 し

かし目打ちを縫り操作することが出来ることを発見し、

それによって簡単なつづれ技法も自己の創意工夫として

見つけだしており、織物活動に対するi慶応、も良い。

プログラム途中 ： 他の対象者の行程での進み具合を気

にしたり、助言を与えるなどのリーダーシァプ性を発御

していた。 また、作業を通じたコミュニケーシヨンづく

りが他の対象者や施設職員ともできていた。 片手指が自

由に動かせないが、その際害をクリヤーするために、自

ら発見した目打ちを使う工夫が、自己に対する自信とな

っている。 デザインに関しても、三角形の使用や緯糸の

緩りなどの斬新な発想の基に新しい試みに挑んだり、今

まではできないと思われていた縫糸猿りも、工夫（ 1 本

の経糸で枠機を螺店主に巻いてゆく ） を凝らし、自分で出

来るようになっていた。 しかし、それらと比較すると 、

デザインの選択 ・ 決定に関する主体性においては、今一

歩進歩の余地を残していたようにも思われるが、 この場

合は、 指導者等に対する「あまえJ （倒的介入の要求）

と理解したほうが相応しいと考祭する。

プログラム以後 ： 自己の製作品に対する誇りがみられ

た。 また、 裂き織りにより別の製作品を作ってみたいと

思う意欲がみられた。 全体の中での自己認識が高く、期

待に答えるリーダーシップ的存在は、そのことによって

自己実現がある程度なされ、得られる効果も高い。 しか

しその反面、 個としての対象者の要求が、他者から、そ

して自己の中でも見過ごされてしまいがちである。 より

高度で多角的な作業活動を、このような対象考に与えて

ゆくことは、対象者の倒としてのエンリッチメント（滋

養）を進めてゆく上で、 効果的であると考えられる。

e P さん ： 81オ男性 ・ 右足関節機能全廃 ・ 車裕子生活

プログラム以前 ： これまでは、他の3名の対象者の作

業を傍観するに留まり 、 むしろ、織物活動を「無目的で
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意味のない作業J . r有用伎のないそノを作る作業j

「女の仕事J と認織し、作業に対する否定的意見を発言

し、寮母による活動参加への誘いも受け付けなかった。

しかし、この度の介入調査研究を始めたI時点 （平成 9年

l 0 月 ） には、すでに 7 , 8 枚の裂き織りを製作していた。

サイズは事務子の椅子部分にちょうど敷けるようになっ

ており、他の対象者によるこれまでのもの（幅約 l 5 cm 

X長さ約 2 0 ~ 3 0 cm ） よりも大規模なため、作業給ー果

の有用性が第三者に容易に認識できるものであった。

プログラム途中 ： この対象者は、裂き織り活動を 、 自

己のプロジェクトとしてすでに自分の中での位置づけを

擁立しており 、 その継続上でのみ、今回のプログラムを

受け付けた。 よって、自己の作業4犬況を投身の訪l即時に

照会するかたちでの参加となり、他の対象者とは奥なる

参加形態を保った。 これは、 他とは異なる偶の主肢と考

えられる。

裂き織りの機に｜刻しては、施設で廃品となるポリテー

プ（シーツ配達ffl ） を経糸として用いていた3 素材とし

ての強度があるため、しっかりと枠機に経糸として結べ

るという利点はあるが、経糸としての表面は非常に滑ら

かなため、 絞り面の緯糸がせり上がってくるという難点

があることに自ら気づいた。 これを、ポリテープの経糸

に複数の結び目を作為的に作り、緯糸に対するストッパ

ーの役割を来たさせるという 、 自らの工夫で解消した。

また、経糸に緯糸を通しやすいように、近くの山から採

ってきた小竹を使って、経糸と待機商とに~聞を作らせ

ていた。 これに似た工夫は、これまでにも当施設の他の

入所者によって査用されていたが、 それは割り箸であっ

たため、申高や高さが十分でない場合もあった。 そして、

織り幅が竹の長さより広い場合は、竹の織に割り箸を挿

入させて延長するという工夫も行っていた。

布を裂く行程に関しては、 1 メートル穏の長さの布の

端に、 一度期に多くの切り込み （ 2 ~ 3 cm ） をハサミで

入れておき 、 絞る行程の中で必要に応じて、切り込みか

ら布を裂いてゆくという 、 効率的なシステムを作り上げ

ていた。

織り行程に関しては、 割り箸の補助兵を使用して、押

し進めるようにしながら緯糸の挿入を行っていた。 一般

的な裂き織りでは、 緯糸を変える際に生じる裂き布の重

なる部分が表面に飛び出してしまいがちだが、これにつ

いては、それぞれの裂き布の端を、細く裂いたポリテー

プで 2§ ほど縫って、補強員長織り imの改良を行うことを

考え出し、実行していた。

縞や色の設定に代表されるデザイン商においては、ほ

ぽ無関心であった。 他の技法 （綾織り等） が掲載されて
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68 

いる裂き織りの本を見せても、余り興味を示さなかった。

絞る行為は、 主としてそれまでになされた創立℃夫の結

果の延長として、対象者に捉えられているように考察さ

れた。 それ放か、織り上がった製作品の質の向上に｜剥し

でも 、 関心がfほかったが、裂き布の怖の不均ーが生じさ

せた絞り衝の不均一に対しての不満lま表した。 この織り

街の不均ーは、 者延き織りの特長であるとの説明を行った

が、本人としては納得がいかないようであった。

ノj、市松という新しい技法の紹介 ・ 導入を行ったが、 言

語による説明の理解は多少問題があった。 2綾類の練糸

を交互に入れる行程は型解したが、そのl順番を一度崩し、

再ぴ同線のj順番で 2種類の緯糸を織り込むことで市松が

U'，『来ることは、理解出来ず、 よって実施がなされなかっ

た。 しかし、この 2種類の緯糸を交互に入れる行程を継

続することで、この対象者は縦縞を織ることが出来た。

しかし‘その縦縞と織り蘭全体、さらには、 それまで行

ってきた綴縞との関連づけでの発想展開はなかった。

プログラム以後 ： 生活の生き甲斐っくりが出来たり、

自己の有用性を証明できたように考察されるが、施設内

での日課や行事参加の点において、寮母よりケアーを行

う際の問題点も指摘された。 作業に熱中するあまり、施

設全体の生活の流れに則せない場l釘が生じてきたのであ

る。 施設内では集聞を基盤として回線が組まれているの

が一般的であり 、 この施設も例外ではないため、その集

団的生前活動に支障をきたすことは、他入所者に対する

影響や施設としての現在の運営方式上、問題となってし

まう 。 これは、活動と生活のバランスの調盤が出来てい

ないためで、熱中できる有意義な活動も、施設での生活

環境においては、マイナス効果ともなりかねない。 熱中

できる活動をプラス効果として存続させるためには、そ

れをメリハリのある生活リズムの基盤として取り入れる

工夫が必要になってくる。 施設社会と対象者自身の関わ

りの中で、自己を考えてゆく努力と自覚を促し、 それを

施設職員よりのきっかけ作りやサポートで援助してゆく

ことが有効であろうと恩われる。

このように、この対象者は、 f裂き織りプログラムJ

に大変適応が良かったわけだが、それが織物活動である

必然、性について考えるとき、疑問も残るのである。 両手

が使えるため作業も速いといった利点もあったが、この

対象者の製作した裂き織りは約20枚程にもなり、その生

産性には自を見張るものがあった。 またいろいろな創意

工夫をこらして織物活動に打ち込ませた理由は何であっ

たのか。 織物活動が8分で倉tj意工夫できる余地を十分に

持っていたことも一つの理由であろうが、その主なる理

由は、彼の行った創意工夫の方向性が、すべて彼の中で



の「男の仕事J の定義に向かっていることに潜在してい

るように思われる。 態味や遊び、そして単なるレクリエ

ーションではなく、意味目的があり 、 点剣で、社会的に

認知される 「仕王将J のクオリティーを、この対象者は、

たまたま出会った織物活動に求めようとしていたのでは

なかろうか。 そう考えると 、 「裂き織りプログラムJ 笑

施にも、プログラムの中の他の受講者逮とは、 一線を画

したかたちの参加であったのも理解できる。

(5） 施設職員 ：

築地調査時以外の、対象者への織物活動のサポートは、

対象者の人数が4 人と言うこともあって、充分なされて

いたように思われる。 ただ、 訪問時のプログラム指導が、

他の胞設活動 （入浴 ・ 水分相i給等） と重．なったために、

寮母のプログラムへの直接介入やオブザープが手薄にな

ってしま ったように思われる。 しかし、過去 2年の裂き

絞り活動の実紛があり、プログラムの全体の流れや各工

程の犯媛もすでにできていたため、こういった状態でも、

今後のプログラム指導者としてのオブザープは逮成して

いたと考えてよいであろう 。

裂き織りのサイズが大きくなったことで、このプロジ

ェクトに直接関与していない寮母にも作業活動への認識

が高まった。 特に、裂き織りのような単純作業の集積が

本体になる常勤では、その集積が多いほど、成果認識が

明確になってくる。 このような作楽活動の場合、製作物

のサイズは、活動の社会的認識に彰響を与えると考えて

良いのではないか。

ク γ ションとして仕上がってきた製作品に対する寮母

の反応は、施設職員としてよりも一個人としての反応、ゃ

感動であったように観察された。 総設における作業活動

の成果品としてよりも、「よいものj に対する正直な反

応であった。 クッションを臨んでのひとときは、生活指

導する寮母と世話を受ける入所者という役割分担のなか

のダイナミズムを越え、 もの（この場合、 裂き織りクッ

ション）を通じて、ひととひととの会話ができていたよ

うに考える。 そして、そのことを一番敏感に感じとって

いたのが対象者であったように思われるのである。 この

ように、 作業活動に対する施設機員の反応や認識は、 施

設という社会に生きている対象者にとっては、予想以上

に影響を及ぼしていると思われる。

(6）施設機関 ：

裂き織りプログラム実施が、入所者にとってメリット

が大きいという理解が施設側より得られたため、スケジ

ューJレや施設の他行事等との翻整等において協力的であ

った。 また、製作完成品の社会的発表の場を、文化祭のな

かに設ける努力もあり、対象者の作業活動を通した社会参

加を可能にしている点は、 tli く評価してよいと考える。

しかし一方で、プログラム実施の設定が、対象者とし

ての入所者と、それをサポートする寮母 （オブザープ形

態） を中心にしたものであったため、プログラムの中で

の施設としての介入や立場が明解でなく、プログラムと

の距離が雌れてしまったように考祭する。

作業活動を施設活動としておこなってゆく上で、 作業

活動が｜時間紬で区分けされた狐立活動であってはならな

い。 ひとりの偶人に注がれる多くの活動のひとつが作業

活動であり、施設での他活動との関連性や、対象者の多

面的犯掻なしでは考えることが出来ないものである。 そ

の全体調殺をコーデイネイトできるのが絡設の特織であ

り、対象者を.（与I般的に抱握できる立場にあるともいえる。

施設巡営関係者 ・ 寮旬：・ プログラム指導者が集まり、会

イ本と務II分の関係付けをおこなう I時間を持つことにより、

対象者へのケアーの質の向上が期待されるであろうし、

作業活動自体もよ り活性化され、施設における作業所助

の位in:づけも再抗議認できるのではないかと考える。

(7 ） 製作品 ：

手指で打ち込む力が弱いために、緯糸カ切＝安定に織ら

れ、布としての強度については比較的弱い。 しかしその

反街、柔らかな風合いが特長の織物となった。

デザインは、当初各対象者カ苛い、ていたものより 、 先見

伎が縮小され、 1枚の裂き織りの織物で l つのクッショ

ンを作る事となった。 これは、デザイン時に、対象者の

出来るよとの犯擦が指導者が充分できていなかったこと

と、対象者が完成品の具体的予想、が出来なかったために、

デザインが具体性の低いものになってしまったように考

える。 また、宮十簡と離れてしまった為に、出来上がりの

予想が対象者には全く不可能となり、よって、計画に沿

って目標に向かうことに挑戦する要素が欠けてしまっ

た。（当初は、ユニットの組み合わせ方式を用いて、市

松綴様や／1向の異なる縞で、クッションのー商を構成す

るデザインが多かった。）

裂き織りに使用された布の色についての選択は、 施設

の手持ちの布から行われた。 選択余地が多いとは言えな

かったが、 晴好や使用したい色についての欲求度が、 対

象者のなかで明白なものでなかったこともあり、色の選

択は無理なく行われた。

ポリテープを経糸にしたものは、洗i議機と乾燥機によ

るテス ト を行った。 洗i握時、 特に脱水時に、 織られた緯

糸のスライドが起こったが、 それは乾燥機による乾燥工

程を経ると復元し、また当初心配されたポリテープの溶

解 ・ 紛れ等も起きなかった。 敷物害事には相応しいが、衣
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般のプロジェクト等には、肌触り ・ filli値観等において問

題があるように恕われた。

裂いた布を織る行程は単純なため、ある程度の段術の

精巧さを持てば、 一定効果の出るプログラムである。 技

術の慈し慈しが出来を決定づけるのではないので、対象

者にとっては安心して実施できる作業活動であるといっ

て良いであろう。 そして、それが達成できた対象者に対

して、以下の点に着目した指導を行ってゆくことで、さ

らに裂き織りによる作業活動を活性化させてゆくことが

出来ると考える。

－色のデザイン（配色）

・ ，｛ff柄と裂く方向の関係

・裂く布の阪の変化

－総による構成

・他素材とのi井問

・緩りの効果

－紋織り害事の織り組織

－バイアス方向の布裂きによるテクスチャー

・完成品の品目の種類 ・ サイズ ・ かたち等

5. まとめ

織物のサイズ決定から縫製指示まで、金行程に何らか

の関わりを持たせるチャンスを入所者に提示したこと

で、入所者の織物活動に対するモーティベーションをρi

めることや、さらには今まで不可能と考えられていた動

作 ・ 機能の中においても、遂行できたものもあった。 ま

た、それらの身体的及び精神的効来を＆態として、より

質の高い織物作品を作業実施者が製作できたことは大変

意義深いと同時に、入所者そして職員によるその事実認

議ができたことが、 これ以降の織物活動の活性化をさら

に進めるであろうと予測された。

また、専門高等学校のボランティア協力参加をコーデ

ィネイトすることで、織物活動の成身急である裂き織りを

完成品をとして認識できやすいかたちの「クッションJ

にっくり上げることができ、特にモーティベーションに

関する予想以上の効果を、作業実施者および職員、そし

て施設側よりも得ることができた。

精神障害関連施設 C （知的障害者更生施設）

て）、製作品企画及びそれに関する技術指導を行う 。

－ 作業の安定化一一現在実施されている草木染と原毛を

用いた織物所動を、会工程をよりスムーズに作業指導

員より入所者が指導を受It、かつ笑胞できるように

（作業指導員の負拘減少 ・ 作業自体へ向動の焦点が置

けるように）、製作品企画及びそれに関述する技術指

導を行う 。

2. プログラム作成の儲意点

・ 1立木染や原毛の特性を生かした製作品一一縫製等によ

る製品のレベルアップ ： ボランテイアの必要性／縫

製部分を放少に ｛ボランティア依存を最少に）企問 ・

製作する

－ 行穆の簡易化

3. 「草木染原宅織りプログラムj 災施内容

10/27/97 

施設管理者および総員との訪問翻査研究会体の調整

11/18/97 ＜ プログラム訪問第 l 回目〉

原毛紛錬 ・ 草木染行程

12/02/97 ＜ プログラム訪問第 2 fol 11 > 

経糸張り ・ 総糸作り ・ 絞り行程

対象者に経糸となる2色のアクリル糸を遊ばせる。 色

に関しては、対象者の日書官子を重視して良いが、対象者が

認議区別できやすい配色を指i諒する必姿がある。

2 色の経糸を、追いかけループ形式で、木枠機の釘に

ヲ！っかけてゆく 。 対象者に経糸の回路パターンを犯鑓さ

せるのに、かなりの苦労を要し、結局会行穏を指導者 ・

作業指導2員の常時介入 ・ 指示のもとでの実行となった。

しかしこの行程も、木枠機の釘の色分け等の工夫等によ

り、対象者の主体的実施も促進される可能性もある。

未染色および草木染の原毛のカーテ’ィングされたもの

を、 手で適量裂く 。 それを粘土でひもを作ってゆくよう

に、手のひらを使って級状にロー リングし、 ローピング

を作ってゆく。作るロー ピングの長さは、 使用する木枠

機の幅より 20cm程長 く する。太さは直笹2～3cm穏にする

が、均一にする必要はない。

カーペット状のざらざらした表I留の上でのローリング

作業や、少量の中性洗剤iを溶かした水を、スプレー ミス

トでローピングにP政務し、原毛と手のひらに摩擦負荷を

1. 研究の方向性 付けてやることで、この作毅はより行いやすくなる。

－ 授産効果の向上一一現在実施されている草木染と原毛 原毛のローピングを繰糸にして、木J除機を使って織つ

を用いた織物活動を、その特性を生かし授産性の高い てゆく 。 緯糸をji}jすために、経糸をピックアップしてゆ

ものになるよう（製作品の質の向上 ・ 商品価値を求め く行設に、色による判虫IJ を導入する。 また、緯糸が l織
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り毎に終結しており、織り 1 聞の行程がそれ自体完結し

た行程となることで、右左の挿入位置の変化と、経糸の

ピックア γ プの相互性との関連性への理解がなくても製

織できるようにした。 l !IDの製織に関して、対象者は同

色の縫糸をピックアップし、その出来た空間にどちら倣IJ

からでも緯糸のローピングを縛入してゆけば良くなった

のである。 同色経糸のピックアップの順番は守らねばな

らないが、対象者にとって、製織が認識しやすいものと

なったため、今まで以上に絞り行緩の正確さとスピー

ド ・ 縫実性が高まり、作業指導員による作業の介助度を

低下させることが出来た。

総糸がローピングであることより、その打ち込みが指

で簡単．に出来るようになり、またその弥性や、製織後に

予定されるフェルテイング行程のため、打ち込み自体に

要求される作業の正確さを初めとする重要性が低下さ

れ、織り行程全体のffij略化が図れた。

01/20/98 ＜ プログラム訪問第3 回目〉

総糸作り・織り行程・カーデイング（視察指導）

いろいろな色の療、毛を混ぜてローリングし、 1 木のロ

ーピングの中での色の異なりを楽しんだり、次に挿入す

る緯糸をどんな色にするかと考えてゆけるということ

は、作業に対する正解・不正解の流れとは別の場面作り

をすることにも繋がる。 そういった選択の余地を作るこ

とで、対象者の自己実現の坊を作業活動につくり、作業

への動機付けや楽しみを通じて、長い目で見た精神的効

果も期待できると考・える。

緯糸作りのローリング行程が予想以上に隊しく、それ

は、ローリングの材料となるカーデイングされた原毛の

状態が不良であることに帰すると判断した。 カーデイン

グされた原毛には「だまJ が非常に多く、全体の中での

密度が大きく不均等になっていた。 このため、いままで

問題ないとされていたカーデイング行程を、新たに現状

チェックした。

以前） 精錬時でフェルト化を起こした原毛を使用して

いたことが判明し、それが、カーディングの「だまJ の

原因であろうと予想された。 よって、フェルト化されず

精鋭、された原毛 （プログラム中に精錬指導を行なったも

の） を使用させたが、依然として「だまJ の解消にはな

らなかった。 また、一枚になった原毛に誌がなく、薄い

ものになっていた。

現状）カーデイングの実際行程を視察したo この作業

を得意としている入所者 1 名によって、作業がおこなわ

れており、原、毛をそのままドラムに押入れていた。 十分

にドラムを回転させていたが、カーデイングの効来は、

むしろ最初の挿入の段階（小ローラーで送られた原毛が

大ローラーで引っ張ぱられるとき）に決定されてしまう

のである。 その後に何度ドラムを回転させようが、その

原毛の状態は殆ど変化しない。 カーデイング行程の改善

に、新しく 2 つのことが考えられた。

改章子案1 ） 精錬された原毛に、ティージングという行

程を行った後、カーディング行躍を行う 。 ティージング

(teasing）とは、原毛を手指を使って、解してゆく単純

な作業ーであり、原毛の磁類や使用目的によっては、これ

でカーデイングの代問とする場合もある。 絡まったり悶

まった部分や、団子状になっている部分に特に注意を払

って、解してゆく必~がある。

改持家2）同じ原毛にカーデイング行程を2～3度繰り

返す。 「だまJ があるやせたようなカーデイング後の原

毛でも、 2～3皮カーデイングを繰り返すことで、均一位

が婚してくる。 シートになった原毛を、縦切りもしくは

繊切りをしながら、原毛を数例のセクションに分けてカ

ード機に挿入してゆく 。 また、最によっては、絞数枚の

原毛を同様にプロセスしてゆくことで、 1 枚のカードさ

れた原毛の厚みがまし、ローピング作りに適する。

カーデイングに係わる作業行程のなかで、入所君主が自

己判断を下し行殺を進めてゆくことは、作業自体が単純

であるにも係わらず、かなり困難なように思われた。一

作業づつを全体消化させ、作業指導員が次の作業工程へ

と指導してゆく必要があると考えられる。

02/03/98 ＜ プログラム訪問第4 回目 〉

フェルテイング ・ 回，，文

石鹸液よりの水分が多くなりすぎないように留意す

る。 単純作業でありながらも、織り表蘭の調子を見極め

ながら進めてゆかねばならないことや、手のひらや指先

への加重のバランスが、対象者には予想以上に難しかっ

たようである。 石1検よりでた泡とぬれたj京毛から不思議

なテクスチャー（手触り）が作業に生まれ、対象者はこ

の行穏を結悦楽しんでいたように思われる。

フェルトイヒが思ったように進んだ時点で、フェルテイ

ングを終える。 この場合、緯糸同士が絡み合い、織物全

体が一枚の面になり始めたl時点を基準とした。 また、フ

ェルト化が進めば、織物のサイズも縮小することも、念

頭に入れさせておきたい。 商品を作る場合のフェルト化

行稜では、このI時点で求めたいサイズの基準値を把握し、

行程進行のガイドラインにすることも必要である。

織り行穫では、緯糸の岡端を織り込んでいないために、

両端近辺の経糸が緩んできていた。 それが、このフェル

ティングの行稜でさらにその程度が進み、その結来、織

物の両端の織り組織が崩壊し始める状況を生んだ。 次の

縫製行程での仕上がりサイズの縮小にも繋がるため、織
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り両端がフェ Jレト化されるように留意を払いたい。また、

フェルティングrドのお＼;i諜ネットの使mも、両端の織り組

織のjJM爽l坊止にある程度の効果があることが解ったυ

02/06/98 

縫製材料引き渡し・打ち合わせ

縫製行程を担当する高等学校に、その織物と：必要な材

料を引き i度し、縫製時の留意点を中心に説明を行った。

学校行事や線設への引き渡しの希望日等を考慮しなが

ら、高校の担当教員と縫製に関するスケジュールを決定

した。

自らが縫製専門家であり、同時に今阿縫製を担当する

お校生の技術レベルも飼知しているお校教員の意見を求

め、縫製に｜測する41；項について話し合った。 ミシンで裁

断する外周を縫って、織り商の補強をすること ・ 縁取り

テープは、網整のし易い手縫いによること・完成サイズ

は今回特t定しないこと等を決定した。

裂き織りクッションに関しては、織物製作者のそれぞ

れの君主作品に対するコメン卜や自己紹介、縫製に関する

デザイン等についての指示をシートにまとめ、織物製作

者と経製に関与する学生へのコミュニケーションを図

り、プログラムとプログラムではなく、ひととひととの

交流を強調させようとした。

02/23/98 

縫製完了品受け取り

織物としてのよじれが縫製中やその結果にも影響し

て、完成のかたちが多少歪んでしまったマットもあり、

これから改良してゆかねばならない良い資料となった。

これに対して現在考えられる改良方法の一つには、織物

の宮、度を上げたりフェルトイヒを高めることで、布として

のよじれの姿悶を低くすることが考えられる。

縁取りテープの色のちがいにより、マットの印象に予

惣以上の変化があった。 草木染めされた原毛の色は、ど

うしても類似した色の組み合わせになってしまうが、経

糸の色や縁取りテープの色の選択と組み合わせで、同じ

商品ながらもバラエティーの提示が可能であることが確

認できた。

02/24/98 ＜ プログラム訪問第5 回目 〉

完成された製作物の受け渡し ・ ミーテイング

縫製が完了された椅子マットに、添付しおりモックを

つけ、パッケージで包装した商品に仕上げ、その受け渡

しを作業指導員に行った。 それを具体例に用いて、完成

品 ・ 市場の獲得 ・ 対象者のプログラムに対する適応 ・ 作

業指導口としての感想等について話し合いを行った。

第繊縫と作業被ilim f量i止久美子
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製作物を、対象者に見せると、大変うれしそうに手を

たたいて喜んでいた。 知的l結審のために、表現方法や手

段が一般のそれとは異なりながらも、自分のやったこと

の成果に対する反応はあったと考察する。 作業が遂行さ

れたことに対する歓びゃ感激の存在は、今までに対象者

の観察より確認されていることからも、対象者は、作業

の遂行・完了を認識できており、それを過して情感の表

現も可能であるζ とが解っている。 このようなことから

も、精神障害関述施設に於いては、対象者・が作業逐行出

来る、安定した作業活動が効果的であると考・えられた。

4. 研究考祭

(1）プログラム実施時間 ：

13: 30~ 15 : 00--90分であった。 作業活動のポイントと

なる行程を中心lこ訪問調主主研究を行ったが、特に草木染

の行穏に関しては、正味の染色行程自体は90分内で行え

たものの、その前後に係わる、染色に必要な道兵須の準

備や、使用道具類の洗i争・後かたづけ等に時間がかかっ

てしまった。 他行穏に関しては、 90分は適切な長さと考

えられるが、草木染に｜刻しては、途中停止が難しいとい

う行設の持つ特質もあり、 120分以上もしくは180分使つ

ての作業にする ζ とが好ましいと忽われる。 現実的なペ

ースでも、会行稜を完了することが出来、また幣111ii と片

付けも入所者参加が期待できるであろう 。

(2） プログラム実施場所 ：

作業工程によって笑施の場所を変更した。 草木染行穏

は、水道やガスの使える剥恐笑管室を使い、支障もなく

金行程を終えた。 調理実習室ということや環境問題 ・ 身

体へ及ぼす影響を考厳して、媒染剤を初めとする草木染

に必要な薬品は、極力筈の少ないものを使用し、その安

全な取扱を指導した。 実施場所がいずれであろうと、有

害薬品の使用のない行程般進が必婆である。

ローピングイ借りや織り行設は、プログラム実施当初、

別のスペースで他の手芸班所属の入所者とは術離された

状態で行った。 その後、手芸斑全員で作業室での作業活

動へと移行したが、作業環境の迷いは、彼らの作業にお

いて、問題要因とならなかった。 さらには、この隔離の

要素は、各対象者に対する、その作業活動の指導の箆：疫

のi農さと、深い関係を持っているように忽われた。 少人

数の対象者と指導者が集中して作業活動に関わること

は、対象者にとっても、指導者にとっても非常に効果的

である。 集団で動いてゆくことを一般前提とするこれら

の施設活動のなかで、このような場面は、倒に対するケ

アーの場として捉えることもできるのではないか。また、

新しい作業活動の導入lこ関しては、このような少人数で



のトライアル的な試みを土台として、全体への作業活動

に導いていく ζとは、大変メリ γ トがあるように恩われ

た。 作業活動指導者にとっては、対象者が困難とする事

柄の発見とその対処法についての事前学刊とプログラム

調書室が可能になり、より良い作業活動の指導へと繋がる

ことが予測される。 また、幾人かの対象者に、 作業活動

のヘッドスタート的な経験や訓練を与えることで、全体

としてのプログラムの流れをあらかじめ作っておくこと

が出来、 その他の対象者への指滋がより行いやすくなる

とも考えられる。

フエJレテイングの行設は、湯と水の使える，~理笑習室

で行い、調理台の上に偉いた染色用ステンレスタンクの

慈の中で実施した。

(3）プログラム笑施費用 ：

使期する主材料の羊毛は、他機関の理解と協力によ っ

て譲与入手ができている。草木染に袈する道具 ・ 薬剤l等、

織り行程に朋いる木枠機、経糸のアク 1) Jレ糸等に関しで

も、すでに施設にあるものを使用しているため、今回は

費用がかかっていない。 カーデイングに使用するドラム

カーダーも阿織であるが、新しく購入する場合は購入費

カf高くなる。

縫製に関しては、縁かがり用の材料・が必安であるが、

縫製の割合を押さえたWl作品を企濁した為、これも披小

限に押さえられている。

またこの調査研究で、商品としての魅力付けのために、

施設のネームラベルや添付しおりの作成、およびパッケ

ージを一例として提示したが、それらを実絡してゆくと

なると、それに係わる費用も必要になってくるが、施設

として対処できる範聞と考えられる。

(4） プログラム実絡対象者：

・R さん： 28：才女性 ・ 震度
プログラム以前 ： 他の作業との適応が、作業工程への

不適応 ・ 作業議内の人間関係等でうまく行かず、結局手

芸班へ配置されてきた背景を持つ。手芸班内での活動は、

去年まで、作業の良くできる入所者や先談絡の入所者の

影になり、活発な作業参加はなかった。 そのため、目立

たない性格として作業指導員よりも把握されていたが、

手芸班の先鋭のいなくなった最近では、言2告を通した自

己表示も明礁にできるようになっていた。

プログラム途中 ： 対象者が、過去の織物活動参加では

積続的参加ではなかったにもかかわらず、今回のプログ

ラム行程の導入 － 実施が成功したのは、他の入所者への

観察を通して、織物活動全般の行程導入が行われていた

為と考察する。 それに加えて、今回のプログラム舟導が

一対ーに近い状況であったため、いきいきと作業工程を

笑施し、動機付けもできた。

l つの行程を習得するのに時，inがかかった。 自力で実

施したい意欲が高いために、学習のループを完結する辛

抱がなかなかできず、「らしき行為J を真似る程度に終

わってしまい、行程に対する自信がもてないようであっ

た。 しかし、もう l 人の対象者の作業を観察しながら、

作業習得を行っていったことは、社会状況の中での他と

の関連性の中で、自己を考え、行動することの可能性を

持つように思われる。

この対象者は、言誇を通した自己表現に長けることや、

プログラム指導者が施設部外者で新しい興味をそそるこ

ともあってか、作業中に指i募者との会絡を頻繁に持とう

とした。 リラックスした状態で、楽しみながら行える作

業活動であったことからも、対象者は指導者との新しい

人間関係を、この場合会話によって確認していたのかも

しれない。 作業自体を簡時化していたので、無理なく作

業が消化できた。 この対象者のケースは、指導者が「あ

まえj を受けとめてやることで「受容j を対象者が峨認

し、その人間関係の信頼感を主主般にして、作業活動の訓

練に向っていたようにも考祭される。

プログラム以後 ： 当初難しかった織り作業も習得がで

き、それに関する技術やスピードも非常・に向上した。 プ

ログラムの終わり頃には、この作業活動のリーダーな存

在となり、＊：定して作業をこなせるようになり、作業に

対して自信を持つようになった。

日常生活の中で、作業活動についてを楽しい話題によ

げることが多くなった。 作業活動時間を、心待ちにする

ようになった。

e s さん ： 30才女性 ・ 重度

プログラム以前 ： 本来静かな性絡もあり地味な存在で

あるが、 手芸班での作業は、実施が出来ていた。 今回の

プログラム笑施対象者に選ばれたのも、その実績があっ

た為である。

プログラム途中 ： 能動的に、作業工程に参加しようと

言う意志の表明はなかった。 また、作業を通じての自己

と社会（他者 ・ 環境等） の関係づけは明確にできていな

いようにも餓祭されたが、自己と作業との関係づけは出

来ていたように恩われる。 よって、説明や指示を受ける

と、作業に集中することが出来た。 また、非常に凡帳簡

で、細かい仕事をする性格を持っていることは、染色用

務の後始末の洗浄を実に丁寧に行うことよりも、観察で
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きた。

その性格は、織りの行程にも顕著に表れていた。 経糸

を 2色にした工夫も要因の一つであるが、経糸のピック

アップの間違いがなく、その後の行稜である緯糸の挿入

と合わせて、織り行程の作業が、ゆっくりながらもうま

く実施できていた。

総糸のローピング作りに附しては、導入時に鼠車種を伴

った。 この行程が、対象者の持つ手指機能以上を必要と

するものであったからであろうか。 4写2まな織り作業の中

でのローピングの役割と関連づけをさせながら、動機付

けを医iった。

プログラム以後 ： 織り行程は、当初より実施できてい

たが、プログラム終鍛時には、その作業の正1i｛＆さが増し

ていることが、確認された。 ローピングを作る作業より

も、織りが得意であるという意識があるためか、織り行

穏を主にした作業活動になっていっていることも、興味

深く思われた。 行程に対する得意 － 不得意を、自分で決

定しており、作業の自己分担の選択をしているのである。

この場合、作業と自己との関係のなかで考えられている

ように思われるが、他者との関連性も微妙に影響してい

る可能性も考えられる。

(5) J被員：

手芸班担当の 3 人の作業指導貝の持ち回りで、毎訪問

時には、 l 人の作業指導員がプログラムに参加した。 行

校内容の指導が、他の指導員に充分に伝わっていない場

合もあったが、プログラム指導者よりの技術指導や気｜議

の教授に関しては、ぞれが具体的であった為、効果が得

られていたように考祭する。 同時に、いかに専門校術や

知識が、年月を経た作業指導貝聞の伝承中に、風化して

しまっていたかを自の当たりにした。

織物活動の今までの笑績と作業指導員としての経験を

基に、作業工程の指導が日諜として対象者に行われてお

り、彼らがプログラム指樽者として、笑i祭に作業活動を

遂営してゆけることを実感した。

ローピング行程やフェルティング行稜において、対象

者がうまく適応できない場面があり、その改善策を彼ら

自らが見つけだしたことに着目したい。 これらの問題解

決によって、作業指導員は自信をつけながら、プログラ

ムと自己との関係を育てて言ったとも考えられる。 完全

に構築されたプログラムを一方的に提示するよりも、こ

の場合のようなインターアクテイブな相互協力の良さが

発療できる場をプログラム中に設定しておけば、その施

設状況・対象者 ・ 場面にあった、よりよいプログラムが

自主性を傑ちつつ形成されると考える。

＊繊維と作業療法皿 穂波久美子
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(6） 施設 ：

施設の織物活動関連備品や設備が充実しており、過去

に購入した材料 （薬品等） や備品の活用により、プログ

ラム笑胞はスムースに実行できた。 その充笑した備品 ・

設備の有効活用に焦点をおきながらも、それにとらわれ

ない作業活動の展開が必要であろう 。

学薗式の施設運営のため、施設の設定する活動枠のな

かでのプログラム実施となったが、 割り当て1時間内で実

施できた。 また、手芸班活動の傘下であったので、手芸

I:!E担当指導員3 人の内、 l 人がプロジェクトに参加でき

るような配慮もあり、施設側よりプログラム実施に対す

る潔解と協力があった。

今回のプログラム実施を通して、製作品の授産を目標

とした製作品の質の向上や魅力ある商品企画 ・ 作業の安

定性に関して、ある程度の可能性を示すことが出来たよ

うに思われるが、授産増大を現実にするためには、福祉

領域を越えた一般市場のj獲得が必然と考える。 その為に

は、プロトタイプによる、市場での製品に対する反応、や

~見を集める市場調査が基本である。 また、一般市場で

他の商品と対抗できる質の高い商品を作ってゆかなけれ

ばならず、研修参加等を通して、作業活動指導貝の専門

知識の充実と向上も必要になってくる。 施設運営上の問

題もあろうが、作業活動の活性化に関して非常に大切な

事柄であるため、雇用者である施設の理解とサポートに

よる実現を期待する。

(7）製作完成品 ：

織り （経糸のピックアップ／ 緯糸の挿入） のミスが

時折あるものの、それが大きなマイナス効果にならない、

使用素材の持ち味を全面に出した商品に仕上がった。

フェルト化の基準設定が望まれる。 今回｛立、実験的要

紫が多大であったため、製織後のサイズ ・ フ エ Jレティン

グ行程後のサイズ ・ 縫製後のサイズに婆求値を求めなか

ったので、データの収得ができていないが、商品企画に

は必要用件となってくる。

添付しおりについては、商品名 ・ 製作施設名と住所・

実施行程列挙等をあげながら、自然志向性やオリジナル

性の高い手作り品であることを、消費者に伝える目的で

モック作成した。 問機に、施設名の入ったネームラベル

は、ラベル効果を確認する目的で試製作した。 これらは

商品としての魅力付けに効果的であることが、実際作業

指導員よりも視覚確認された。 また、施設名が入ること

により、施設から送り出す商品のアイデンテ ィ ティ磁立

にも関与すると考えられるため、今後は、材質 ・ 積類・

価格 ・ デザイン等において、吟味しながら決定してゆく



必要がある。

セロファン袋を、商品パγ ケージとした。当初、化粧

箱等によるパッケージを計両i していたが、隊品の予惣設

置場所や、打ち出したい商品イメージを考えてゆくと、

カジュアルなディスフレイで7i'i賞者砲を拡大したい思い

もあり、変更にをった。セロフ 7 ン袋を似つてのパッケ

ージは、商品の特長である、 1；，：木染の色味と房、毛による

織りが、視覚的に認ぶされやすく、また包笈紙無しでも、

そのままギフト加に使用できる特徴を持つ

5. まとめ

今まで問題であった、職只への負担J!fの非常に大きい

作業である手紡ぎを、入所者に可能な作ポ「原毛の f採

みによるローピング作り」に変更させた また、ローピ

ング使Ill に係わって生じる総糸の繋ぎの問題について

は、 4絞り毎に析しいローピングを挿入させて察ぎの場

面を削除したことで回避させた。

経糸については、経糸のピックアップを入所者に符易

に理解できるように、 2色の経糸を相互に枠かけさせる

ことで、色による必ぬを滋入し、この行犯での安定が線

認された

フェルティングに関しては、後日、施設の共同浴室を

使って手.~班全日で足跨みで~織され、この行殺に｜掬し

ての効本化と改普が行われていた。

このように、織物作業活動の各工程を、入所者の作業

技術にl任接形容されにくく、かつ入所者参加率の ，•，＇r,いプ

ログラムに変更させたことで、これまで陶維とされてき

た入所者・の作業遂行か可能になり、それから生じる満足

感と光尖！必が確認され、織物作業活動の活性化の可能性

を提示することが認識されたまた織物活動の製作品を、

商品として縫製仕上げするために、専門高等学校の協力

参加をコーデイネイトし、作業としての織物活動の持つ

セクションワークの特性を強凋させ、大きな社会作で織

物作業活動を考えて行く指針を提示する’μができた

製作品には、 m材を生かしたユニーク性と自然ぶ向の

特長を持たせており、市場での商品としてのプレゼンテ

ーションは、ぞれらの特長を強調させたht設名ラベル ・

添付ラベル ・ 包設等を一例として総数ffliJ に提示した。こ

のことにより、授資効果の滑大を目的とする完結された

一つのプログラムとして、作業ro導員および施設が、明

確に織物作業活動を把握することができ、作業全般の安

定化と授産効果の増大に可能性が開けたと考えられるω

総括

作業療法としての織物活動の特質のひとつは、セクシ

ヨンワークによる作業活動の展開ができることである。

これは、織物作業活動に関する各仁粍の分担1化が可能で

あることのみならず、織物作業ili!IIJJの全体を、その企FIii

に始まり、作品 ・ 製品までの完成物に広げて与えるなか

での行程の分担とも .J5・えることができる。それに対して、

これまでの織物活動は、主として締役内のみで実施J民IJH

がなされ、また、セクションワークも作業開巡行設だけ

に！則して行われていた このように、作業活動を現住の

他；泣 ・ 施設職貝が刈1芯できるtili鴫のみで扱おうとしてい

たために、織物作業活動の完成品、さらには活動の効果

が、作業実htli-ffのみならず施設職U ＜作業指導者） . Mk 

設からも明磁に認識されるようなレベルになかったので

はないかp

今回の 2施設（筒拘i~·関連施設・精神附待関連施，没）

における介入品査研究においては、上述の仮定をふまえ、

「織りあがったものj をかたちとして明確に提示できる

ことが必要であると考え、技術的専門性を持つ高等学校

に協力をa，＇／うことにより、施設外のセクションワークの

形態を導入した

作業給見Eが必殺しやすい完成g品を、プログラムにおけ

る製作品として、対象fi·そして総i没験員に総ぷしたこと

は、予想以上の好効果を生じさせ、あらためて福祉施設

における作業ir~動では、作業結果の必殺がif~~であるこ

とを確認することができた。

そしてそのためには、完成品のレベルが、対象者の持

つ伎術や能）） によって、彩理事はうけながらも決定要悶に

ならないようなプログラムの企耐と実施が、公／J来的であ

ると考えられる。裂き織りに倒しては、単純に織られた

裂き宿の繰り返しによる美しさが完成品の質を作りだ

し、今回の対象者によるものと健常者によるものとの追

14は少ない また、草木染原毛織りでは、素材の持つ)J

を完成品の魅土！付けに平IJHJ し、織り等の技術の比返は低

いものにしている。

また、施設駿員が、 h'(fi~外部との連携｛ボランティア

の要箭 ・ 段取り ・ 専門家へのアプローチ）に関するノ

ウ・ハウ l函での援助を必~としていることが、確認され

たこれに関しては、施ぷ駿員へのノウ・ハウ教示もし

くはコーディネーターの施設内投位、または行政機関に

そのアクセスを設置することにより対応・できると考え

る よって、行政レベルから可能なサポートとしては、

上記の推進後日)J と共に、各領械における指導者 ・ 専門家

のリストア y プ、それらデータの集中管理とアクセスサ

ーピスの提供が挙げられよう。

おわりに

この研究は、繊維、特に織物活動に焦点を絞って行っ
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たが、充実した福祉社会の実現には、千福祉施設や作業の

磁類に係わらず、施設現場における作業療法のあり方自

体を再認識しなおす必要があり、そして activities の援

国に係わる専門領域 （いわゆるここでは美術 ・ 工芸 ・ デ

ザイン等） と福祉領域の協調が、これからの社会の新し

い局蘭を展開する上で非符－に重要であると確認された。

高倉告者関述施設と精神隊答関連施設での、 2 つのプロ

グラム笑践例を通して認識できたことのーっとして、次

のことが上げられよう 。 身体機能 ・ 言語能力 ・ 精神機

能 ・ 知能などを、他の治療部門の専門家も情報としては

入手できるものの、それらが意味することを分析し、療

法活動に結びつけ、対象者の能力を最大限に引き出すこ

と、そして作業の持つ力を過して、対象者の興味 ・ 意欲

を表現せしめることは、やはり作業療法ならではの分野

である。 この作業という、言語によらない活動を過して、

療法士と対象者が人間関係を築いてゆきながら、対象者

が喪失した自信 ・ 自己愛を取り戻してゆくことができる

ことが観察された。

そしてもうひとつは、その回復された自信が、対象者

の今までの作業能力や身体能力必よび一般的能力 （浬解

カ ・ 表現力 ・ 学習能力 ・ 問題解決能力・順応性 ・ 適応

力 ・ 新しいことに対する興味） をも変化させ得たことで

ある。 この、ニとが日常生活動作、ひいてはQOL(Quality 

of Life） に繁がっていったのではないかと考えられる。

作業療法士のみに係わらず各分野での関係者が、あら

ためてそういった作業活動の有用性と、スタッフl羽の欄

互協力と速務の重要性を認識し、それぞれの特色を生か

すことで、対象者のより人間らしい生き方を援助できる

のではないかと考える。

さらにこの調査研究で、稜目玉草門領峨と福祉施設の関

わり方が、今後考察してゆかねばならない単項として把

接されたのも収穫であった。 作業療法士に櫛目専門領域

よりアプローチをすることで、作業療法士の作業活動種

目におけるレベルをおめでゆく方法や、種目専門領域が

直接施設の対象者にアプローチをすることで、結果的に

現場での作業活動を活性化させてゆく方法、そしてその

二つを同時進行させる方法が、 3 つの大きな方向として

揚げられよう 。

専門領域の福祉施設への介入形態を考えてゆくとき、

「ボランティア活動j に関する研究調査の必要性に繋が

ってゆかざるを得ない。 福祉施設においては、スタッフ

数の充実が望まれていたり、福祉領域内のみの展開で孤

立化に陥っている状況もすでに恒例化されている。 また

そこでは、郎効的な直接緩助を渇望する 「現状J を抱え

ていることも、無視できない現実である。 徳祉社会にお

＊織維と作.tt信i去旧 銀波 久J!チ
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ける fボランティア活動J の重姿性は、昨今識もが認め

るところであり、これからの綴祉社会の形成には必須の

ものである。 しかし、施設機関のシステムにおけるその

位置づけ ・ 意味付けを明解にしてゆかねば、「ボランテ

イア活動j は単なる欠如の充填や人件費駿減の目的に利

用され、真の福祉社会の質の向上には結びつかなくなっ

てしまうどころか、結果的に「容易な出前制度J の蔓延

を招き、ケアーの質の低下に繋がってゆく傾向をも作り

出しかねない。

今回の調査研究に当たっては、技術的専門性を持つ高

等学校よりのボランテイアによる協力をコーデイネイト

し、その協力を得ることが出来た。 これは、縫製技術と

いう専門性を重視したポランティア活動の抗進と、世代

作 ・ 機関税ーを越えたインターアクテイブな活動の両点の

効来を念頭に置いたものである。 福祉社会が私たち自身

の社会であることを笑感し、多角的な角度 （領域・世

代 － 社会 ・ 方法等）から、徳社社会を支えてゆかねばな

らない時代が現代なのであると考・える。
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